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（施策３）結婚や出産、子育ての希望をかなえる全国トップレベルのサポート
■ 子育て世帯への経済的支援の充実
⼦育て世帯に対する住宅リフォーム⽀援

（施策５）活⼒にあふれ、安⼼して暮らすことができる地域社会づくり
■ ＣＣＲＣ導入による元気で安⼼な地域づくり
秋⽥市中通地区における優良な共同住宅の整備への⽀援

■ 将来にわたり持続可能でコンパクトなまちづくりの推進
⽴地適正化計画策定に向けた検討・⽀援や⼈材育成、都市計画道路の整備

■ 県・市町村間の協働推進
県北地区広域汚泥資源化施設の整備推進
秋⽥市公共下⽔道（⼋橋処理区）と県流域下⽔道の統合

■ インフラ施設のマネジメント強化
橋梁や海岸・砂防施設の⻑寿命化計画の策定・⾒直し

（施策２）中小企業・小規模企業者の活性化と生産性向上
■ 地域を支える建設産業の振興
ＩＣＴ建設機械等を活用した建設工事の普及推進
完全週休⼆⽇制の導⼊促進や⼥性が働きやすい現場環境の整備促進

（施策３）国内外の成⻑市場の取り込みと投資の促進
■ 環⽇本海交流や地域の拠点となる港湾の機能強化
⽯炭⽕⼒発電所等の総合エネルギー拠点基地形成のためのふ頭用地の拡張

（施策４）産業人材の確保・育成と働きやすい環境の整備
■ 建設人材の確保・育成
「秋⽥県建設産業担い手確保育成センター」による取組の推進
（⼥性活躍ネットワークの拡⼤、⾼校⽣等への資格試験対策講座の実施）

（施策１）地域の⼒を結集した「総合的な誘客⼒」の強化
■ 国内外のクルーズ船の誘致と受入環境の整備
クルーズ船誘致のための国内外でのポートセールスの展開
クルーズ船の⼤型化に対応した秋⽥港における港湾施設の整備

（施策５）県⼟の骨格を形成する道路ネットワークの整備
■ 交流や経済を支える⾼速道路網の形成
⽇沿道「⼆ツ井今泉道路」「鷹巣⻄道路（県施⾏）」等の整備促進
東北中央道「横堀道路」「真室川雄勝道路」の整備促進

■ ⾼速道路を補完し、広域交流を促進する幹線道路網の形成
地域⾼規格道路「⼤曲鷹巣道路」等の整備に向けた取組強化
国道101号等の主要都市を結ぶ幹線道路の整備推進

■ ⽇々の暮らしを支える生活道路の機能強化
（⼀）⻄目屋⼆ツ井線（荷上場工区）、（主）角館六郷線（千屋第⼀工区）

■ 地⽅創生の拠点としての「道の駅」の魅⼒の向上
「道の駅」機能強化に向けた整備や個性創出を⽀援（計画策定・⼈材育成）

（１）災害に備えた強靱な県⼟づくり
■ 中小河川における減災対策の推進
淀川、上溝川等の再度災害防⽌のための河川改修の推進
短期間で効果的な流下能⼒向上につながる河道掘削や伐⽊の推進

■ 豪⾬による洪⽔被害や⽔不⾜への対応
国直轄河川（雄物川ほか）の治⽔対策やダム（成瀬・鳥海）の整備促進

■ 県⺠の生命と財産を守る安全な地域づくり
土砂災害警戒区域等の指定、港湾における津波対策、海岸保全施設の整備

■ 災害に対応できる交通基盤体制の整備
落⽯防護柵や雪崩予防柵等の整備による道路の防災・減災対策の推進

■ 大規模地震に備えた耐震化の推進
橋梁や下⽔道等の社会資本のほか、住宅・建築物における耐震化の推進

（３）安らげる生活基盤の整備
■ 安全で利便性の⾼い道路環境の整備
歩道等の交通安全施設の整備や適切な道路除排雪の実施

■ 下⽔道等の普及促進
流域下⽔道など、⽣活排⽔処理施設の整備推進

■ 安らぎと潤いのある空間の創出
都市公園の整備推進

■ 良好な居住環境の確保
住宅ストックの質の向上に資するリフォーム等を⽀援

 第３期ふるさと秋田元気創造プラン案の推進 
平成３０年度 建設部の重点事項

【戦略１】

秋田の未来につなが

るふるさと定着回帰

戦略

【戦略２】

社会の変革へ果敢に

挑む産業振興戦略

【政策１】

県土の保全と

防災力強化

【政策３】

安全・安心な

生活環境の確保

【戦略４】

秋田の魅力が際立

つ 人・もの交流

拡大
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

建 設 部

１ 建設部全体

（一般会計） （単位：千円、％）

平成２９年度 平成３０年度 増 減 額 増減率

６月補正後（Ａ） 当初 （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

公共事業 43,072,128 46,135,429 3,063,301 107.1

補助事業 22,999,343 27,106,561 4,107,218 117.9

単独事業 20,072,785 19,028,868 △1,043,917 94.8

公共災害復旧事業 3,209,223 6,651,503 3,442,280 207.3

国直轄事業負担金 8,042,061 8,950,850 908,789 111.3

その他投資的経費 1,402,037 1,759,588 357,551 125.5

一般行政経費 9,824,131 9,227,698 △596,433 93.9

計 65,549,580 72,725,068 7,175,488 110.9

（特別会計） （単位：千円、％）

平成２９年度 平成３０年度 増 減 額 増減率

６月補正後（Ａ） 当初 （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

能代港エネルギー基地 5,520,200 6,532,100 1,011,900 118.3

建設用地整備事業

下水道事業 6,760,205 7,702,012 941,807 113.9

港湾整備事業 1,893,353 3,170,293 1,276,940 167.4

計 14,173,758 17,404,405 3,230,647 122.8

※平成２９年度は当初予算が骨格予算であったため、６月補正後と比較。

２ 債務負担行為の設定

（一般会計） （単位：千円）

事 項 期 間 限度額

地方街路交付金事業 平成３１年度 270,000

地方道路交付金事業（道路維持費分） 平成３１年度 140,000

県単道路補修事業 平成３１年度 115,000

計 525,000

（特別会計） （単位：千円）

事 項 期 間 限度額

流域下水道事業 平成３１年度 2,040,000

公営企業会計適用事業 平成３１年度 8,585

計 2,048,585
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秋田県建設産業担い手確保育成センター事業について

平成３０年２月２３日

建 設 政 策 課

１ 概 要（予算額２５,３０１千円）

平成２９年９月に建設政策課内に設置した「秋田県建設産業担い手確保育成センター」

がワンストップ機能を発揮し、建設産業団体や教育・訓練機関と連携して、建設産業に

係る広報・マッチング、女性活躍及び人材育成等に取り組む。

【 事業の一部を拡充・見直して実施 】

・ 建設産業女性活躍ネットワークの拡大 【下記２（２）】

・ 秋田に定着する建設人材の育成の強化 【下記２（３）①・②】

・ 建設産業団体の取組に対する支援事業の統合 【下記２（４）】

※建設業担い手確保育成支援事業の見直し

２ 実施事業の内容・予算額

（１）建設産業広報・マッチング事業（８３５千円）

① 学生Ａターン促進活動の実施（５３９千円）

県外大学等に進学した若者を対象とする訪問活動やインターンシップの実施

② 建設ドローン体験交流会の開催（２９６千円）

若者や女性を対象とする建設ドローン体験交流会の開催

（２）建設産業女性活躍ネットワーク事業（４,６８１千円）

女性活躍ネットワークの拡大、地域で活動する女性部の活動に対する支援等

【拡充】センターに女性活躍ネットワーク本部を設置し、全県域で活動を展開

（３）秋田に定着する建設人材育成事業（８,７７６千円）

① 土木建築系資格試験対策講座の開催（７,１７６千円）

高校生やＡターン者等を対象とする２級施工管理技士学科試験対策講座の開催

【拡充】Ａターンや他業種から転職した若者にも講座を開放（自己負担有）

② 次代を担う建設人材育成事業（１,６００千円）

ドローンやＩＣＴ建設機械等に関する研修会の開催（県内のＩＣＴ拠点を活用）
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【拡充】平成２９年度事業により整備したＩＣＴ

拠点を活用し、測量・施工・検査等の全

工程でのＩＣＴ活用を習得できる研修会

を開催

（４）建設産業担い手確保育成支援事業（３,５００千円）※現・建設業担い手確保育成支援事業

建設産業団体が実施する若者等への魅力発信とキャリアアップの取組に対する支援

・魅力発信型（高校向け出前講座の開催等）補助率１／２、上限 ７５０千円

・キャリアアップ型（技能研修会の開催等）補助率１／２、上限１,０００千円

【見直し】委託から補助に変更した上で、センター事業に統合し、支援を継続

（５）ワンストップ体制によるセンター運営（７,５０９千円）

「担い手確保育成推進員」を２名配置し、担い手確保・育成をワンストップで推進

（参考）平成２９年度事業の主な実績

●平鹿建設業協会女性部「ＳＡＫＵＲＡ」創設

・女性社員３９名で活動を開始

・さんフェア秋田２０１７へのブース出展

●女性とＩＣＴを組み合わせた「ドローンこまち」

・女性限定のドローン体験交流会を開催（２３名参加）

・県内各地から生徒・学生や測量・建設会社等が参加

●担い手確保育成推進員による高校・企業訪問

・教員経験を活かして延べ６６回訪問

・普通高校や農業高校等との連携体制も構築

●高校生向け資格試験対策講座の開催

・技術者資格「施工管理技士」試験の合格を支援

・２級建築４７名、２級土木１８名が受講

●「東光鉄工」がi-Constructionの教習を開始

・ドローン事業の領域を建設分野に拡大

・旧雪沢小学校の一部を改修し、専用教室を整備

●「スリーアイバード」がi-Constructionの教習を強化

・平成２８年度から「BABAME BASE」で教習を開始

・新たに旧恋地スキー場を教習場として整備

２級施工管理技士試験対策講座

「さんフェア秋田｣ブース出展

東光鉄工株式会社（旧雪沢小学校）
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

都 市 計 画 課

１ 編成方針

（１）将来にわたり持続可能でコンパクトなまちづくりの推進

・都市のコンパクト化と交通ネットワークの形成を推進

・まちづくりを担う人材の育成・発掘

（２）都市公園の整備による安らぎと潤いのある空間の創出

・県立都市公園の利用促進や利用者の安全確保のために必要な公園施設の整備・更新

を推進

２ 主な事業内容

（１）コンパクトなまちづくり推進事業 １,５１９千円

県と市が協働・連携のもと、研究会や地域住民等とのワークショップの実施などに

より、コンパクトなまちづくりを推進

・コンパクトなまちづくり推進研究会等の実施

（鹿角市、大館市、秋田市、大仙市、仙北市、横手市、湯沢市）

・賑わいづくりワークショップの開催（鹿角市、大館市、湯沢市）

・官民協働による講習会等の開催

（まちづくりに携わる民間事業者や市町村職員等を対象）

（２）秋田市中心市街地交通機能検討事業 １３,１００千円

県や秋田市の関係部局で構成する研究会において、中心市街地の交通体系について

検討するための資料として、県・市連携文化施設開館後の交通量予測や交通状況につ

いて調査・分析等を実施

＜検討業務内容＞

・県・市連携文化施設開館後の交通量予測

・交通シミュレーション分析

平成２９年度 平成３０年度

現
況
交
通
量
調
査

交
通
状
況
の
再
現

モ
デ
ル
の
構
築

交
通
量
予
測

交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

分
析

中
心
市
街
地
の
交
通
の

あ
り
方
に
係
る
研
究
会
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（３）地方街路交付金事業 １,２９３,０００千円

・事業箇所…千秋広面線（秋田市） 外 ４箇所

千秋広面線 手形陸橋工区（秋田市） 停車場栄町線 裏尾崎町工区（由利本荘市）

【上部工補修補強、橋面融雪工】 【用地補償】

（４）都市公園安全安心事業 １９３,４００千円

・事業箇所…県立公園（小泉潟公園、中央公園、北欧の杜公園）

放送設備更新［小泉潟公園］ 遊具更新［北欧の杜公園］

（５）県単公園事業 ２６４,４００千円

・事業箇所…県立公園（小泉潟公園、中央公園、北欧の杜公園）

階段補修［小泉潟公園］ 人工芝テニスコート改修［中央公園］

老朽化による腐食

排水不良による滞水

支柱腐食

排水不良による滞水

破れ
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地方街路交付金事業 千秋広面線（手形陸橋工区）に

係る債務負担行為の設定について

平成３０年２月２３日

都 市 計 画 課

１ 概 要

都市計画道路千秋広面線は、ＪＲ奥羽本線により分断された秋田市中心市街地を東西

に連絡する都心環状道路であり、本事業は、中心市街地の渋滞緩和や秋田駅東西間の連

絡強化を目的に、手形陸橋の拡幅（３車線→４車線化）及び修繕を実施するものである。

平成３０年度は、橋梁上部工工事に引き続き、橋面融雪工事に着手することにしてお

り、施工期間が２か年にわたることから、債務負担行為を設定するものである。

２ 事業内容

（１）路線名及び場所

都市計画道路 千秋広面線（（主）秋田岩見船岡線）手形陸橋工区

秋田市千秋城下町～手形新栄町 地内

（２）工事内容

橋面融雪工（車道融雪 A=1,041.1m2、歩道融雪 A=778.8m2）

・工 期：平成３０～３１年度の２か年

・金 額：２８０百万円

Ｈ３０当初予算額 １０百万円

Ｈ３１債務負担行為設定額 ２７０百万円

合 計 ２８０百万円

（３）スケジュール

次の工程により、手形陸橋全体の供用開始は平成３１年１２月を予定している。

橋 梁 上 部 工

橋 面 融 雪 工

舗 装 工

　　　　　　　　年度
工種

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

工場製作 現場架設

供用開始予定：平成３１年１２月
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25000
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4004100

4500

10003250325010003250325010004100400

１次拡幅（平成２年）当初断面（昭和４０年）２次拡幅

中央帯 車道 車道 路肩 歩道路肩 車道 車道歩道

平 面 図

秋
田
駅
側

土
崎
駅
側

【歩道融雪】
W=2.0m【供用済】

H29.3.30

断 面 図 【車道融雪】
W=6.5～7.0m

都市計画道路千秋広面線（手形工区） Ｌ＝５４０．０ｍ（手形陸橋Ｌ＝２９７ｍ） Ｗ＝２５．０ｍ

至 広小路

至 手形

【供用済】 Ｈ２９．３．３０ 秋田駅側 ２車線

秋田駅

土崎駅 車道融雪範囲 L=158.65m W=6.5～7.0m

H30-H31債務 土崎駅側 車道融雪 A=1,041.1m2、歩道融雪 A=778.8m2

歩道融雪範囲 L=394.72m W=2.0m

供用区間（秋田駅側）の融雪施設稼働状況

H29-H31債務【工事中】
上部工 L=140.0+130.0=270.0.m W=12.5m

H28-H30債務 【工事中】
ＪＲ部上部工（ＪＲ委託工事） L=27.0m W=12.5m

ＪＲ奥羽本線

＜ 状 況 写 真 ＞

供用済 施工範囲

至 手形

現橋側拡幅側

-
7
-



平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

下 水 道 課

１ 編成方針

（１）流域下水道事業

・県流域下水道と秋田市公共下水道との統合に伴う水処理能力増強などの段階的な

施設整備の推進

・長寿命化計画に基づく改築・更新の推進

・地震時における下水道の機能を確保するための耐震化を推進

（２）県北地区広域汚泥処理事業

・生活排水処理事業の効率化と汚泥の利活用促進のための資源化施設整備の推進

（３）あきた循環のみず協働推進事業

・県央及び県南地区における下水道事業の運営効率化を図る広域共同化の推進

２ 主な事業内容

（１）流域下水道事業 ２,７０４,０５０千円

①段階的施設整備 １,２６４,５９８千円

処理区名 主な事業内容 所在地

臨海処理区 外 最初沈殿池能力増強(八橋統合) 外３件 秋田市向浜 外

②計画的改築更新 ８４４,０２６千円

処理区名 主な事業内容 所在地

臨海処理区 外 反応槽改築更新 外１１件 秋田市向浜 外

③耐震化 ５９５,４２６千円

処理区名 主な事業内容 所在地

臨海処理区 導水配管の耐震補強 秋田市向浜

（２）県北地区広域汚泥処理事業 １,２３２,４７０千円

①生活排水処理汚泥の広域共同処理

主な事業内容 所在地

汚泥資源化施設の整備 大館市川口

（３）あきた循環のみず協働推進事業 ６,４８０千円

①下水道事業の広域共同化

主な事業内容 所在地

県央及び県南地区広域汚泥処理基本構想策定 秋田市 外
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井川町

潟上市

大館処理区

大曲処理区

横手処理区

臨海処理区

Ｔ

Ｔ

横手処理ｾﾝﾀｰ

Ｔ

大館処理ｾﾝﾀｰ

Ｔ

秋田市

男鹿市

小坂町

大潟村

仙北市

美郷町

八郎潟町

潟上市

三種町

大館市

五城目町

井川町

大仙市

横手市

鹿角市

平成３０年度 主な下水道課所管事業実施箇所

流域下水道建設事業
（臨海処理区）

・水処理施設能力増強(八橋処理区統合)

・水処理施設改築更新、耐震補強

最初沈殿池
能力増強

既設ブロワ棟

ブロワ増設

秋田臨海処理センター

鹿角処理ｾﾝﾀｰ

鹿角処理区

Ｔ

秋田臨海処理ｾﾝﾀｰ

大曲処理ｾﾝﾀｰ

流域下水道処理場Ｔ

県北地区広域汚泥資源化施設の完成イメージ図

大館処理センター

資源化施設

十和田湖特定環境
保全公共下水道

あきた循環のみず協働推進事業

県央及び県南地区広域汚泥処理基本構想策定

県北地区広域汚泥処理事業

・汚泥資源化施設建設工事
（プラント設備・土木・建築）
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下水道事業に係る債務負担行為の設定について

平成３０年２月２３日

下 水 道 課

１ 目 的

平成３０年度に着手を予定している工事のうち、期間が複数年にわたるものについて、

債務負担行為を設定するものである。

２ 事業内容

（１）流域下水道事業

Ｈ３０当初予算額 ７５３百万円

Ｈ３１債務負担行為設定額 ２,０４０百万円

合 計 ２,７９３百万円

［実施内容］

臨海処理センター 水処理能力増強工事、改築更新工事

［主な工事］

県流域下水道と秋田市公共下水道の統合に伴う臨海処理センターへの流入量の

増加に対応する工事及び長寿命化計画に基づく改築更新工事

・最初沈殿池能力増強工事（機械・電気） 外１件

・反応槽改築更新工事（機械・電気） 外２件

能力増強 改築更新 合計

Ｈ３０当初予算額 ４３２百万円 ３２１百万円 ７５３百万円

Ｈ３１債務負担行為設定額 １,０７４百万円 ９６６百万円 ２,０４０百万円

合 計 １,５０６百万円 １,２８７百万円 ２,７９３百万円

能力増強
改築更新

管理本館

汚泥棟

機械濃縮棟

沈砂池

主
ポ
ン
プ

ブロワ棟

ブロワ増設(能力増強)

消化槽 重力濃縮槽

最初沈殿池 最終沈殿池反応槽

前処理棟

重力濃縮槽(改築更新)

最終沈殿池(改築更新)最初沈殿池増強(能力増強)

秋田臨海処理センター平面図

反応槽(改築更新)

ブロワ棟
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［スケジュール］

（２）公営企業会計適用事業

Ｈ３０当初予算額 １３,７０４千円

Ｈ３１債務負担行為設定額 ８,５８５千円

合 計 ２２,２８９千円

［事業内容］

公営企業会計移行に伴う公営企業会計システムの構築

［下水道特別会計から公営企業会計の移行について］

・人口減少等による料金収入の減少や施設・設備の老朽化に伴う更新投資の増大な

ど、より一層厳しくなる下水道事業の経営環境

・下水道事業の経営基盤の強化や財政マネジメントの向上等を図るため、民間企業

の会計基準と同様の公営企業会計の適用が必要

・地方公営企業法を適用していない下水道事業について、平成２７年１月に総務大

臣より公営企業会計へ移行するよう要請

・総務大臣の要請では、平成２７年度から３１年度までを「集中取組期間」として

おり、下水道事業は「重点事業」との位置付け

［システム概要］

・財 務 会 計 シ ス テ ム： 支出負担行為、調定等の処理等

・固定資産管理システム： 固定資産の減価償却費算定等

・企業債管理システム： 各企業債の償還額の計算・シミュレーション等

・予 算 編 成 シ ス テ ム： 公営企業会計の予算編成、予算書の作成等

・全 体 事 業 費： ２２,２８９千円

［スケジュール］

年  度　

　業　務

 契約事務

 システム設計・カスタマイズ

 ハードウェア導入

 固定資産データ等移行

 運用試験

平成３２年度平成３０年度 平成３１年度

公営企業会計
移行（予定）

年　度　

 工種・事務

積算

入札・契約事務

準備工・仮設工

機器製作

機器据付

試験調整

平成３０年度 平成３１年度
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

道 路 課

１ 編成方針

（１）県土の骨格を形成する道路ネットワークの整備

・県内高速道路の早期全線開通と広域交流を活性化させる地域高規格道路等の整備

促進

・物流・交流拠点と高速ＩＣなど交通結節点とのアクセス機能の強化

・地域の生活圏における安全・安心の確保や交流の活性化、利便性の向上を図るため

の生活道路の整備と機能強化

（２）県土の保全と防災力強化

・長寿命化計画等に基づく、橋梁等道路施設の修繕と耐震化の推進

・道路災害防除、雪崩予防等の防災・減災対策の強化

（３）安全・安心な生活環境の確保

・歩道整備、除排雪、消融雪施設等の整備

（４）地方創生の拠点としての「道の駅」の機能強化

・観光振興や防災拠点など、機能強化のための実施計画策定や核となる人材育成等へ

の支援

２ 主な事業内容

（１）地方道路交付金事業（改築系） ３,８８６,２７３千円

・高速道路等へのアクセス向上、地域間交流を支援する道路等の整備

・事業箇所…大館能代空港西線 鷹巣西道路工区 外 １４箇所

・平成３０年度は、国道２８５号滝ノ沢バイパスの開通を予定

大館能代空港西線 鷹巣西道路工区 西目屋二ツ井線 荷上場工区
に あげ ば

（北秋田市） （能代市、藤里町）

道路改良工至 能代市

至 大館市 伊勢堂岱遺跡

道路改築

至 藤里町

至 能代市

橋梁上部工

P2橋脚

道路改築

A1橋台
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（２）地方道路交付金事業（維持系） ６,１３７,９００千円

①補修事業

・橋梁の長寿命化・耐震補強、落石防護や法面保護等による法面対策、舗装補修

・事業箇所…国道２８５号 権之助沢橋工区 外 ６９箇所

国道２８５号 権之助沢橋工区（五城目町） 横手大森大内線 大上橋工区（横手市）
ごんのすけさわ おおあげ

国道２８２号 小豆沢碇工区（鹿角市） 鳥海矢島線 上直根工区（由利本荘市）
あずきざわいかり かみひたね

②交通安全事業 ③雪寒事業

・歩道の新設や拡幅等 ・雪崩予防柵整備、消融雪設備更新等

・事業箇所…角館六郷線 千屋第一工区 ・事業箇所…国道３４２号 狐狼化工区

外 １７箇所 外 １８箇所

角館六郷線 千屋第一工区（大仙市、美郷町） 国道３４２号 狐狼化工区（東成瀬村）
こ ろ げ

雪崩予防柵設置

雪寒事業

橋梁背面

床版劣化による

錆汁のシミだし 床版補強

橋梁補修

落石防護（法覆工）

転石あり
直径

約３０ｃｍ

災害防除

舗装打換

舗装補修

支承交換支承の錆び付き・劣化

橋梁補修

歩道設置

交通安全

-13-



地方道路交付金事業 秋田雄和本荘線（水沢橋工区）に

係る債務負担行為の設定について

平成３０年２月２３日

道 路 課

１ 概 要

主要地方道 秋田雄和本荘線の水沢橋は、秋田市雄和相川地内の一級河川雄物川に架
みずさわばし あいかわ

かる橋長２４５ｍの橋梁であり、幅員狭小に加え、経年劣化による老朽化が進行してい

ることから、平成２８年度から架替工事に着手している。

平成３０年度は、橋梁下部工（Ｐ３橋脚）に着手する予定であり、施工期間が２か年

にわたることから、債務負担行為を設定するものである。

２ 事業内容

（１）路線名及び場所

主要地方道 秋田雄和本荘線 水沢橋工区

秋田市雄和相川 地内

（２）工事内容

橋梁下部工（Ｐ３橋脚 １基）

・工 期：平成３０～３１年度の２か年

・金 額：４８０百万円

Ｈ３０当初予算額 ３４０百万円

Ｈ３１債務負担行為設定額 １４０百万円

合 計 ４８０百万円

（３）スケジュール

：債務負担行為設定工種

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

準備工 仮設工 仮設工 後片付

（設置） （撤去）

平成３１年度平成３０年度

←　　　  非 　出 　水 　期 　　　→

入札・契約 躯体工

Ｐ３橋脚

基礎工
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水沢橋 ４径間連続非合成鋼箱桁橋

単位：mm位置図 断面図 Ｐ３橋脚

側面図

３２５０３２５０

１０００ １０００

１１０００
１２０００

４００６００
２５００

２４００ ７２００ ２４００
９０００

１１０００

１
７
１
０
０

１
７
０
０
０

躯体

基礎（ケーソン）

２９０ｍ
９０ｍ

６ｍ

７０ｍ ８３ｍ ４６ｍ

２９１ｍ橋長

0.5ｍ
0.5ｍ

0.5ｍ
0.5ｍ

▽9.000

一級河川
 雄物川

推定支持地盤

（右岸）
（左岸）

H28施工済

H30-31施工

H30施工予定

（Ａ１）（Ｐ１）（Ｐ２）（Ｐ３）（Ａ２）

←由利本荘市 秋田市→

-
1
5
-



平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

河 川 砂 防 課

１ 編成方針

（１）中小河川における減災対策の推進

・河川災害復旧等関連緊急事業による河川改修の重点実施（淀川、上溝川）

・床上浸水対策特別緊急事業による河川改修の重点実施（三種川、新波川）

・豪雨被災箇所の早期復旧

・洲ざらいや伐木等の推進

・減災対策協議会の取組方針に基づくソフト対策の推進

（２）県民の生命と財産を守る安全な地域づくり

・警戒避難体制強化のための土砂災害警戒区域の指定推進

・甚大な被害のおそれがある土砂災害危険箇所の施設整備推進

（３）インフラ施設のマネジメント強化

・河川、ダム、海岸、砂防関連施設の長寿命化計画策定及び対策の実施

２ 主な事業内容

（１）河川改修事業 ４,６７９,２２０千円

・浸水被害防止や軽減のための河川改修 淀川（大仙市） 外 ２２箇所

（２）火山砂防事業 １０９,２００千円

・社会福祉施設への被害防止のための砂防堰堤整備 寺田川（湯沢市）外 ２箇所

淀川（大仙市）

H30実施予定箇所

河川改修事業 Ｌ＝３．９ｋｍ

淀川

川口橋

寺田川（湯沢市）

H30実施予定箇所

要配慮者利用施設（特別養護老人ホーム）

馬場橋 川原橋

河道掘削・築堤・橋梁改築等雄物川

渓流保全工

:H31年度以降

:H30実施予定

:H29年度
《凡例》
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（３）地すべり対策事業 １５２,２００千円

・住家や公共施設等への被害防止のための地すべり防止施設の整備

小渕地区(北秋田市） 外 ２箇所

（４）土砂災害防止法基礎調査 ６９３,０００千円

・土砂災害危険箇所の現地調査による警戒区域等指定（８振興局 １，１００箇所）

（土砂災害警戒区域の指定状況）

Ｈ３０年１月末実績 ５,３６４／７,６８５箇所（７０％）

Ｈ３０年度末目標 ６,８００／７,６８５箇所（８８％）

（５）県単事業 ５,９４８,９４３千円

・県単河川改良事業 築堤・護岸工等の整備

・県単砂防事業 小規模な砂防堰堤や渓流保全工等の施設整備

・県単河川等環境維持修繕事業 河道掘削や河川管理施設等の維持修繕

県単河川改良事業

馬場目川（五城目町）

県単砂防事業（急傾斜）

鳥木沢地区（潟上市）

小渕地区（北秋田市）

地すべり範囲

阿仁川

H30実施予定箇所

用地測量等

馬場目川

久保橋

H30実施予定箇所

秋田内陸線
集水ボーリング工

吹付法枠工

至 小渕 至 阿仁合
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

港 湾 空 港 課

１ 編成方針

（１）港湾の利用を促進し、地域産業の振興を図るためのふ頭用地造成等を実施

（２）交流人口の拡大を図るため、クルーズ船の誘致活動や受入環境の整備を推進

２ 主な事業内容

（１）飯島ふ頭用地造成事業（港湾整備事業特別会計） ４０,０００千円

秋田港飯島地区－１１ｍ岸壁のふ頭へ外国船舶の入港を可能にするため、保安施設

に付随した照明設備等を設置

・実施内容…ふ頭用地照明設備等

（２）向浜ふ頭用地造成事業（港湾整備事業特別会計） ２,２６２,０００千円

港湾施設の利用促進により地域産業の振興を図るため、ふ頭用地造成に向けて港内

土砂処分場の護岸工を整備

・実施内容…護岸工等

事業位置図 （秋田港）

（４）（５）環日本海クルーズ推進事業

実施内容（防舷材・係船柱設置、誘致活動等）

（６）「秋田港クルーズ」まちづくり拠点形成事業

実施内容（歓送迎行事等）

（２）向浜ふ頭用地造成事業
実施内容（護岸工等）（１）飯島ふ頭用地造成事業

実施内容（ふ頭用地照明設備等）

ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰｾﾘｵﾝ

（３）マリーナ施設補修費
実施内容（桟橋改修等）
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（３）マリーナ施設補修費（港湾整備事業特別会計） ４９,０７０千円

秋田マリーナ等の桟橋改修等を実施

・事業箇所…秋田マリーナ 外 ２箇所

桟橋改修 （秋田マリーナ（近景）） 桟橋改修（秋田マリーナ（全景））

（４）環日本海クルーズ推進事業 ３３１,２４０千円

①公共事業 ３２８,０００千円

平成３０年１０月、１１月のＭＳＣスプレンディダ寄港に向けて係留施設等を整備

（平成２９年１２月補正で債務負担設定済）

・実施内容…防舷材及び係船柱の設置（秋田港）

②公共事業以外 ３,２４０千円

港のにぎわい創出と観光誘客を図るため、クルーズ船の誘致活動等を推進

・実施内容…海外船社等を対象とした誘致活動等

（５）「秋田港クルーズ」まちづくり拠点形成事業 ５２,３６２千円

秋田港を基点とした賑わい創出と活性化を図るため、地域と一体となってクルーズ

拠点を活かしたまちづくりを推進

・実施内容…歓送迎行事（大曲花火の打ち上げ等）

クルーズ船寄港状況 （H29.10.15） 歓送迎行事 (H29.9.3）

老朽化による腐食

老朽化による腐食
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

建 築 住 宅 課

１ 編成方針

（１）中心市街地の土地利用の共同化等により優良な建築物の整備を促進

（２）県営住宅の適切な維持管理による長寿命化の推進

（３）良質な既存住宅ストックの形成促進と子育て世帯への住宅リフォーム支援

２ 主な事業内容

（１）優良建築物等整備事業 ３０,２１０千円

中心市街地活性化基本計画に基づき、低未利用地を有効活用した、民間による優良

な共同住宅の供給やにぎわい創出の核となる施設の整備を支援

１）中通二丁目地区事業

・施設概要：ＲＣ造１７階、約８，２００㎡、複合施設（金融機関、住宅50戸 他）

・事業年度：平成２９～３２年度（予定）［総事業費：約２２．５億円］

２）中通七丁目地区事業

・施設概要：ＲＣ造３階、約３，２００㎡、複合施設（体育館、小規模保育施設 他）

・事業年度：平成３０～３１年度（予定）［総事業費：約１７．５億円］

（単位：千円）

中通二丁目地区 中通七丁目地区

 優良建築物等整備事業(Ｈ３０補助対象額) １４４,３００ １５７,８０３

 国　費（社会資本整備総合交付金） １／３ ４８,１００ ５２,６０１

 地方公共団体補助（県 費） ３／３０ １４,４３０ １５,７８０

 　　　　〃　　 　（秋田市） ７／３０ ３３,６７０ ３６,８２１

 施 行 者 １／３ ４８,１００ ５２,６０１

内　　　訳
事　　業　　費

負担割合
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（２）県営住宅ストック総合改善事業 ２１０,７０７千円

既存の県営住宅の耐久性を向上させ、安全で快適な住宅を供給するため、県営住宅

の長寿命化計画に基づく改修工事等を実施

・御野場第２住宅（秋田市）外壁・屋根防水改修（１棟・２０戸） 外 ２箇所

（３）県営住宅県単大規模修繕事業 ７８,０３８千円

老朽化や機能低下が著しい県営住宅について、計画的な修繕工事を実施

・松崎住宅（秋田市）外壁改修（１棟・２４戸） 外 ３箇所

（４）あきた安全安心住まい推進事業（住宅リフォーム推進） ４３９,８９４千円

既存住宅の耐震化・長寿命化・バリアフリー化など、安全・安心で良質な既存住宅

ストックの形成を促進するとともに、子育て世帯の住環境整備を支援

○ Ｈ３０改正内容

１）一般の補助対象工事をリフォーム工事全般から耐震化などに特化

・対 象 工 事：耐震化、長寿命化、バリアフリー化、省エネルギー化、克雪化

２）子育て世帯の一部要件拡大と募集戸数拡大

・持ち家型の要件拡大：子ども３人以上 → 子ども２人以上

・募集戸数：持 ち 家 型 ２００戸 → ４００戸

空き家購入型 ７０戸 → １００戸

○Ｈ３０事業概要

・補助金合計 ４２２,０００千円

・事務費（臨時職員賃金ほか） １７,８９４千円

子育て世帯

持ち家 持ち家型 空き家購入型

１８歳以下の子２人以上
と同居している親子世帯

１８歳以下の子１人以上
と同居している親子世帯

（１００戸）

補助対象額の１０％
（限度１２万円）

補助対象額の２０％ 補助対象額の３０％
（限度４０万円） （限度６０万円）

対象者

補助額

事業費
(予定戸数)

２４０，０００千円

（２，０００戸）

一　　般

                  ・県内に本店を置く建設業者等が施工
                  ・工事費５０万円以上

耐震化、長寿命化、バ
リアフリー化、省エネ
ルギー化、克雪化に資
する工事

増築・改築・修繕・模様替など
補助対象
工事等

１２８，０００千円 ５４，０００千円

（４００戸）
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平成３０年度当初予算案の概要について

平成３０年２月２３日

営 繕 課

１ 編成方針

（１）県有建築物の大規模修繕

・県民が安全・安心に公共施設を利用するため、経年劣化した県有建築物の計画的な

点検及び修繕の実施

・平成２８年３月に策定された「あきた公共施設等総合管理計画」に基づき、県有建

築物の長寿命化を図るための修繕を実施

（２）県有建築物の天井等の耐震化

・脱落により危害を生ずる恐れのある天井について、脱落防止対策の実施

２ 主な事業内容

（１）県有建築物大規模修繕事業 ７４０,３６６千円

１）県有建築物大規模修繕事業（基幹修繕事業含む） ３８７,６９８千円

№ 施 設 名 称 所在地 修 繕 内 容 事業費 （千円）

① 鹿角地域振興局庁舎 鹿角市 冷温水発生機更新 ６２,５２１

② 大館福祉環境部 大館市 空調設備改修（実施設計） ２,００２

③ 北秋田地域振興局 北秋田市 煙突アスベスト除去 ３４,６６５

④ 山本地域振興局 能代市 冷温水発生機更新 ６８,９７２

⑤ 森林学習交流館 外壁調査 ２,１４９

⑥ 健康環境センター
秋田市

バイオハザード室改修 ８４,６８３

⑦ 農業試験場 冷温水発生機更新 ４４,９３９

⑧ 総合食品研究センター 恒温恒湿用冷凍機更新 ７０,２７１

⑨ 心身障害者コロニー 由利本荘市 空調設備改修（実施設計） ２,１２７

⑩ 全県２３施設 煙突アスベスト含有調査 ２,１３７

⑪ 基幹修繕(鹿角果樹センター、他) 鹿角市、他 シャッター改修、他 １３,１２９

（ほか事務費 １０３）

【大規模修繕対象箇所】

⑥健康環境ｾﾝﾀｰﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ室改修（空調機器更新） ⑧総合食品研究ｾﾝﾀｰ 恒温恒湿用冷凍機更新
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２） 県有建築物長寿命化対策事業 ３５２,６６８千円

№ 施 設 名 称 所在地 修 繕 内 容 事業費 （千円）

① 鷹巣技術専門校 北秋田市 寄宿舎屋根防水改修（実施設計） ５４９

② 総合保健センター 空調・給排気設備改修 １５８,１９７

③ 中央児童相談所 秋田市 空調設備改修 １２,１１６

④ 産業技術センター 火災報知設備更新 １８,２１６

⑤
心身障害者コロニー

由 利 冷温水発生機更新 ６６,１７７

⑥ 本荘市 スプリンクラー設置 ６７,８９９

⑦
南部老人福祉総合エリア 横手市

地下タンク・油面計改修 ２７,６７７

⑧ プール暖房配管改修（実施設計） １,７５３

（ほか事務費 ８４）

（２）県有建築物天井等耐震化推進事業 ３５７,２０８千円

東日本大震災後の建築基準法改正を受け、脱落により危険を生ずる恐れのある特定

天井 （１７施設）について、平成２９年度から５年間で、脱落防止のための実施設※

計及び対策工事を実施

※ 特定天井とは… 次の全てに該当する吊り天井

①天井高さが６ｍを超えるもの ②天井面積が２００㎡を超えるもの

③天井重量（下地含む）が１㎡当たり２kgを超えるもの

平成３０年度 実施予定箇所

№ 施 設 名 称 所在地 対策実施箇所 事業費 （千円）

① 鹿角トレーニングセンター 鹿角市 アリーナ ７４,８３９

② スポーツ科学センター 体育館 ４１,３６５

③ 社会福祉会館 体育館 ５３,９２１

④ 児童会館
秋田市

レクリエーションホール、劇場 ６９,４４５

⑤ 健康増進交流センター 屋内プール ３７,８８７

⑥ 産業技術センター エントランスロビー １４,７００

⑦ 総合プール ［設計のみ］ メインプール、サブプール ８,５８１

⑧ 心身障害者コロニー 由利本荘市 創生支援課 食堂 １５,２００

⑨ 旧障害者自立支援センター 大仙市 体育館 ４１,２４６

（ほか事務費 ２４）
【地震により脱落した天井（東日本大震災時の他県事例）】

体育館：天井脱落、下地破損 ホール（変形天井）：天井脱落、下地変形
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